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430年前の情景を現代に再現する公園 

展示と連携して合戦の様子を 
体験できる古戦場ARビュワー 
（ﾀﾌﾞﾚｯﾄやｽﾏｰﾄﾌｫﾝの活用検討） 

 
 
 
 

■間伐による勝入塚・庄九郎塚間の通景の確保 

■合戦当時の景観を再現 

■国指定史跡の保全継承と勝入塚・庄九郎塚の修復 

■ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝを念頭にした園路整備 

■多様なイベントに対応できる広場を整備 

■古戦場解説の充実とタブレット等を活用したAR 

               

 
 

古民家移築を視野に今後検討 
される西側ゾーンのイメージ 
   

西側ゾーン 



 
 
 

■多様な企画に対応できる企画展示室の配置 

■少ないスタッフで対応できる平面計画 

■休館時も利用できる貫通型EVの採用 

■休館時に単独利用可能なVRシアター 

■誰もが使いやすいﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ施設づくり 
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  施設レイアウトのイメージ 2 

木材を利用した場合の事例 



  展示計画 
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合戦図屏風等を活用した
「小牧・長久手の戦い」を

展示解説 

  展示のイメージ 3 

フィールドミュージアムへ 
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5 地上  


